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・保健学研究方法論
・英語文献講読
・学際プレゼンテーション

・研究者の倫理
・保健統計学

・多職種連携の現状と課題

・放射線と健康科学

・咀嚼・嚥下の機能と健康
・保健医療政策と組織行動論
・作業関連・スポーツ疾患予防
・口腔と全身との関連性
・生活習慣病の予防と治療

・自律神経と音楽
・生体反応解析学
・保健医療メディアリテラシー
・看護教育実践学
・高齢者の地域生活支援
・精神障害者の生活支援
・理学療法とメンタルヘルスケア

・地域生活支援学特論
・健康増進・障害予防学特論
・保健学教育特論
・組織マネジメント特論

・地域生活支援学演習
・健康増進・障害予防学演習
・保健学教育演習
・組織マネジメント演習

・地域生活支援学特別研究
・健康増進・障害予防学特別研究
・保健学教育・組織マネジメント特別研究

・領域と研究指導教員の決定
・副指導教員1～2名の決定
・研究テーマの決定

・第3回中間発表会（11月上旬）
・学位論文題目届提出
・学位論文審査会
・学位論文発表会（2月上旬）

・第2回中間発表会（7月中旬）・第1回中間発表会（11月上旬）

大学院保健学研究科 カリキュラムツリー

ディプロマ・ポリシー
（DP）

１）研究者、教育者、又は高
度の専門職業人として保健学
関連領域における研究課題を
発見し、分析・評価し、科学
的根拠を探求して新たなケア
技術やシステムを創出できる
研究力
２）地域社会での質の高いケ
アの提供のため、自身がリー
ダーシップをとり、異なった
専門的背景をもつ専門職と、
同じ目標に向けて連携してい
くためのファシリテーション
能力
３）保健学の専門的な学術理
論と実践の融合を図り、社会
に対して新たな知見を提案で
きる能力

領域ごとに身に付けるべき能力
１）地域・生活向上支援学領域で
は、超高齢化社会やさまざまな社
会的変化に対応するための、地
域・生活向上支援に関する幅広い
専門的知識と研究能力、そして実
践する力
２）健康増進・障害予防学領域で
は、健康寿命延伸に対応するため
の、健康増進及び障害予防に関す
る幅広い専門的知識と研究能力、
さらに実践する力
３）保健学教育・組織マネジメン
ト領域は、医療現場で、「人材を
育成、活用」しうるリーダーの育
成に対応するための、保健学教育
に関する専門的知識と研究・開発
能力と、組織における
マネジメントに関する幅広い専門
的知識と研究能力、実践する力。

随時、研究指導教員（主・副）による研究指導を実施
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